演者の方へ（一般演題、シンポジウム、セミナー、看護セッション発表者）

・個人情報に十分配慮し、症例報告の場合には必ず同意を得てください。

・時間厳守にてお願いします。

・発表30分前までに「PC受付」にて確認・受付を行ってください。

・PC受付終了後、ご自身でPCを会場内「PCオペレーター席」にお持ちください。

・発表終了後、「PC受付」にてPCをご返却いたします。ご不明な点はお尋ねください。

・PC受付にはオペレーターが常駐しております。ご不明な点はお尋ねください。
・シンポジウムⅠのスライドはすべて英語で表記してください。
1発表時間

一般演題：10分（発表6分、質疑応答4分）
里見賞候補演題：10分（発表6分、質疑応答4分）
発表時間も採点の対象になりますので時間厳守でお願いします。
シンポジウム：発表10分でお願いします。
看護セッション：10分（発表6分、質疑応答4分）
2発表形式

（1）発表形式はパソコンによるプレゼンテーションのみとします。
（2）必ず定められた発表時間におさまるようにお願いします。

3パソコン発表について

（1）PCもしくはメディアをお持ちください。

＊Macintosh、Windows Vista、7で作成されたデータについては、必ずPCをお持ち下さい。

＊ご発表データに動画（MOVIE）が含まれている場合は、PCをお持ち下さい。
（2）PCはご自分で操作をお願いします。

（演台上にモニター、キーボード、マウスを用意しております）

4ノートパソコン本体の持込の場合

（1）プロジェクターへの映像出力端子と電源コンセントを用意いたします。
（映像出力端子の形状はmini D-sub 15ピンのオスです）
1. [image: image1.png]


 MiniD-sub15ピン

（2）PCによってはmini D-sub 15ピンに変換するアダプターが必要ですので必ずご持参ください。
＊Macを使用の発表者の方は必ず外付けのコネクターをご持参ください
（3）電源アダプターを必ずお持ち下さい。

（4）予め、ミラーリング設定、スクリーンセーバーならびにパワーマネージメントモードを解除して下さい。
（5）PC持込みの場合でも、バックアップ用データとしてメディア（CD-R、USBメモリ）をご持参下さい。

5メディア持込みの場合
（1）Macintosh、Windows Vista、７で作成されたデータについては、必ずPCをお持ち下さい。
データ作成はMicrosoft Office Power Point2000/2002(XP)/2003/2007でお願いします
1. 　　会場で準備するPCスペックは下記の内容になります。

・OS
：Windows XP

・アプリケーションソフト
：Microsoft Office Power Point2000/2002(XP)/2003/2007

（2）メディアはUSBメモリ及びCD-Rに限ります。それ以外のメディアはご遠慮下さい。

（3）メディアの中には当日ご発表分のデータのみ入れて下さい。

（4）フォントは下記でお願いします

・日本語
：MSゴシック、MSPゴシック、MS明朝、MSP明朝

・英　語
：Arial、Arial Black、Century、Century Gothic、Times New Roman

（5）動画ファイルはWindows Media Playerで再生できるものでお願いします。

（6）発表データにリンクファイル（静止画・動画・グラフ等）がある場合は

　　　   発表分のPower Pointファイルとリンクファイルを１つのフォルダにまとめて保存して下さい。

　　　   事前に必ず、データ作成に使用されましたPC以外でのチェックをお願い致します。

（7）発表データをCD-R等にコピーする時には、ファイナライズ（セッションのクローズ・使用したCDのセッションを閉じる）作業を必ず行って下さい。この作業を行わなかった場合、主催者側で準備するPCで開くことができなくなり、発表が不可能になります。
（８）ご発表データに動画（MOVIE）が含まれている場合は、PCをお持ち下さい。
必ず事前のご確認をお願いいたします。不明な点は事務局までご連絡ください。
座長の先生へのお願い

座長の先生は、担当されるセッション開始の2０分前には次座長席にご着席ください。

万一、座長を変更せざるを得ない場合には、あらかじめ事務局にご連絡ください。

くれぐれも時間厳守にてセッションの進行をお願いいたします。






